
みか ん と 土 壌 の 物 理 性

中 間 和 光

（静岡県柑橘試験場）

ユ． は し が き

みかんが農業 の成長部 門 として時代 の光 をあびだしたの は最近の ことであ る0 今迄 は土壌肥料の研究

者はこの方面に は殆 ん どな く＿巾広い土鄭 巴料問題全般が今尚全然未開拓 であ るとい う現状で ある。輩

者も今蓬主 として肥料試 験を担当 して きた ので「 みかん と土壌の物理性 」等専 門外 のことを書 く自信 は

一向にないので、門外漢 の ピン トはずれの問題提起に なることを先ず恐れ、最初 にお断 りしておきたいロ

1年生作物 は単位期間 に急激 な成長をするが、永年作物 は非常 に緩獲 であ る。換言すれば 1 年生作物

は物理的、化学 的 に殆ん ど零 とみなされ る種子か ら出発 し、ほほ半年 内 に数十倍以上 もの養 分を吸収し、

重畳 も飛躍的 に大 き くな り 1 世代 を終 朗 ブ、 これに くらべ永年作物 は成長が緩鰻であ るとい うだ けで は

な く、試 験開始時に選ぶ供試樹 の樹今 によ って は、樹体内 咤過去 に蓄積 された既存養分 は可な りの量に

な るので、試験差を出す為 には相当数 の個体 と年月を必要 とす る不便 さがあ る0 このような事情で 果樹の

試験 は進歩が遅 く、 甚だ初歩的な段階 を出ない0 筆者 の専 門の肥料 試験で も三要素 の施肥真 について も

見当がつかず、数年前 には燐酸無用論が話題 となっ・た 程であ る0

十方柑橘業界は増穂 ブ ームで あ り、叉企 業農 業 として時代の流れ を敏感 に反映 し前進 をつづけてい る

が、従来不適地 と考え られていた平地 や低湿地 まで柑橘 園化 されて い る現状である 0 このような状勢下で、

巣界の要望 と訴願研 究 のテ ンポの不一 致に悩み乍 ら歩 みつづけてい るとい うのが昔々みかんの試 験にた

ずさわ るものの姿 で あ る 。

以上のよ うなバ ックグ ラン ドを理解 していただいて、あえて提起 する本間題 について御教示、桝 旨導

をお願いしたい。

之． みか ん栽 培に 要 求 さ れ る土 壌 条 件

温州 みかん は寒 さに弱いので経済 的北限 は一応神奈川県 とされて い るが、 ここより北忙温州みかんが

ないわけではないが集団 産地 としては少 ない D 静岡県の よ うに北限 に近 い処で は、産地 蛸 岸線 か らほ

ほ 4 払 以内に限 られ、 しか も山腹 の傾斜地 に栽培 されてい る。傾斜地 栽著は冷気流が停滞 しない とい う

気象的 な理由だ けではなく、土壌的 にも排水が良 く客気畳が 高いとい うこ如 意義深 いものであ る。昔 か

らみかんは療 土が よい といわれてきたが、 非毛管孔騰が発達 し透水性が良 く、容気畳 も多 い土が良 い と

い・うこと嘘 昧してい る言葉で ある 0 重粘な増 はみかん栽培 には必ず しも好適で なく、筆者等の測定で

も三相分布が同相 4 0 － 5 0 ％ ，液相 2 0 － 2 5 ％・気相 5 0 ％位 が好適 のよ うである。この値 は勿論

深 さに よって．も異 な り、深層にな るにつれ気相の割 合が高い方が根が深 くまで分布 して好 ましい 0

このよ うな土壌 条件 は一面化学性 の貧弱 さを示す もので、 温州 みかんの施 肥量が多いこ出 場 償 って、

土壌 ほ酸性が強 く、要素欠乏 もはげ しいじ
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署． み か ん の根 の 深 さ と収 量

みかんの板〔実 は砧 木の根で あ るが） は湿度には特 に弱いが、乾燥に も十分注意 しなければな らない。

草生栽培 は土壌便 蝕防止の意味 で リンゴ園で とりあげられてきたが、 其 の後、草紅 よる土壌 改良効 果の

あるこ とも判 明 した ので、 労 働 力 の不足 に よ りみか ん園 で も広 く普 及 す るよ うに な った 。草 生栽 培 の功

罪は種 々論 ぜ られ て い るが、 重 粘土 で は効 果 が高 く、 砂 土、礫 土、 火 山 灰 士 で は却 って マ イナス の こ と

も多い 。草 頓についても優地 の柑橘地帯 では特定の草種 に限定す るとい うことは困難で、雑．革栽培、無

中耕 とい うのが現在の草生栽培の姿であ る。成木、老木園で は草 を生やす ことiま実質的に困難で あるが、

草生栽培の無 中耕の気風だけが残 り、 これ等 の園で も中耕 をする人が殆 ん どない。みかんの肥料 は農家

が伝統 的 に有那 那巴料 を好む為現在 も有機配合率 5 0－ 占 0 ％（重量 比）の ものを施用 して いるが、前

記の事 情で この肥 料 は所 謂「 ふ り っば な し 」で土 と混 合 され る こ とが な い 。年 間殆 ん ど鍬 を入 れ るこ と

がないので根 は浅 くな り、肥料 の濃度障害、乾燥、寒害を非常に うけやすくな ってい る。中耕が根の探

さ、土壌、 みかんの植生 紅及ぼ す影響 について は殆ん ど研究がないよ うであ る。

みかんの根の深さ と収量 は相関 関係が 高く、根の深い処 は収量 も多 く隔年 結果 も少ないが、浅 い処 は

逆に隔年結果が はげしく、 収量 も少な く、 要素欠乏 も多 い。吾 々が農家の圃場 8 2 点 につ いて調査 した

成績か ら根 の深 さが収量に及ぼす関係 を図示 すると第 1 図 の よ うになる。
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根が 深 い とい うこ とは、 土壌 の化 学 的 欠点 を土 の深 さ、量 で補 う とい うこ と と、 地 温 の 安定 す る こ と

によ・って、糞 ・水分の十分な吸収が行 なわれ ること等 の利点 があ るように思われ る0 水稲 の場 合博 農家

と駄 農 との収量 の閃 きが 倍 に な るこ とは殆 ん どな いが、 みか ん の場 合 所 謂全 国 公認 記録 とで もい うべ き

もの に は 1 0，ロ O D 晦 ／ノ′1 0 α の もの もあ るし、一 流 栽 培家 で 5，0 0 0 ～ 4，0 0 D 鞄／ 1 0 α 、 県 や市

町村 の平 均 を と ると 4 D O ～ 5 □ □晦／ 川 α にな る0 これ は勿 論樹 令 とい う出 子 が大 き く働 いて い る

為であるが、いずれにせ よ収崖 は個人変動 が大 きい 。まだまだ技術的 に大 きな因 子が解明 されていない

為で あ ろ うが、 そ の一つ は土壌 の物 理 性 と根 の深 さ にあ る こ とは経 験 的 に も間違 い ない こ との よ うで あ

る 。

根の深 さを変え るに蠣 古木の研究 も必要で ある。砧 木の積数 と養 分吸収絶 には差が あ り、 要素欠乏の

出方や、果実の品質 は可成 り左右され る。米国で はこれを根 の C ．E ．C の方 向 か ら研 究を始めてい るロ

ム深 耕 と み か ん 簸 培

静岡県 では三方 ケ原を中心 としてみかんの増櫨が盛んに行 なわれてい るが、 開墾盛期には十数台 のプ

ルトーザ ーが動 き、 山容 が変化 し一 月 も見 な い と方 角 を誤 る こ とす らあ った 。 この よ うな急 速 な変 化 は

国有林 の 払い さ げ と、 ブ ル トーザ 一に よ る開 園が 与つ た もので あ るが 、 その後 のみ か ん の発 育 忙 も プル

ト ーザ ー一閃園地 はす ば らしい成 績 を示 した 。元 来 みか ん に は作土 とい う もの はあ ま り必 要 で ない よ うで、

プル ト【 ザー一による土層の反転で土壌 を膿軟 にす るだけで十 分なよ うであ るu 中 には石凪 熔燐等 を入

れ反転 した人 もあ る よ うで あ った が、 未 だ著 しい差 は見 られ ない 。・ プ ル トー ザ 一関 墾 と人 力 開墾 の 柑橘

苗木の生育調査結果 を当場西遠 分場で行 な った ものが あるので第 1 ，2 表にま とめた －－

プル ト ーザ叫開墾、人力開墾の成育謁査 （山岡 ・竹田・ 秋津〕

第 1 表 地上部の生育量

区　 別 部 位 別 重　 畳 包 r ） 比　 率　 ㈲ 英　 数　 敵 〕 幹　 囲　 伽

ブ

ノレ

主 幹

1 年生 枝

2 5．9

1 7 0

1 2 ．占

8 ．9

占 5 ．8

5 ．2

ト

l

ザ

春　 枝

旧 菓

1 4 ．7

5 占．占

エ ア

1 9 ．5

l

区 新　　 菓 9 8 ．0 5 1．5 1 占 占．8

計 1 9 ロ．2 1 0 0 ． 2 5 2 ．占

人

力

区

主 幹

1 年 生 枝

春 枝

旧 共

1 4 ．2

8 ．8

4 ．5

1 8 ．0

2 0．2

1 2 ．5

占．1

2 5 ．占 2 1．占

2 ．2

新　　 案 2 5 ．1 5 5 ．占 5 4 ．2

計 7 0 ．4 1 D O ． 7 5 ．8



第2 表 地 下部の生育員

この調査 は 1 年生石川温州 を櫓つ け後 1 5 カ月経過 した もの iこつ き 5 本 ずつ解体 し調査 した ものであ

るu この結果に よるとプル ト ザ叫開墾 区は地 上部 も成育がす ぐれてい るが、地下部 紅於いて朗著 に差

が み られ る 。

プル トーザ 叫関空はこの ようにすぐれた成績を示 したが、 問題が全然無 いわけで はない。その一つ ほ

三方 ケ原台地 の中央 で開園した場合等 は、詐7k不良 の為 所角 伸長した板も雨期和魂拗 埠害を来 た した場

合 が あ る0 この よ うな場合 蠣 地 で は空井 戸 を掘 りそ こに集 水 す る こ とで解 決 し よ う として い る。叉 機

械 力 に よ る土壌 の物理 的 改 善 が どの位 の年 月維 持 され る もの で あ るか と い う凝 問 も存在 す る。 これ は士

性 其 の他 に よつて 勿論 相違 す る こ とは予 想 され るが 、初 期成 育 の良 さば か りを見 て手 放 しで喜 ぶ の は早

計だ とい う意 見 も あ る。

永年作物 は開園時の凍 弧 土讃 改良 は可能で あるが、定植後 は根群付近又はそれ以下の土層の改善 は

実行不可能 で、数十年以上の問表土に鍬 を入れ るだ けの ことしか 出来 な い D・機 械開 墾以前 は定植 時に栖

穴を掘 り、 その中に粧大有機物等 をつ め、 定植後 はその外縁 に沿つたタ コツ ポと呼ばれ る直経 5 0 ～

占 O c城 の穴 を 1 m 偲 の深さ に掘 り、 次常 に範開を拡張 し全薗 に及 ぶ とい うよ うな部分深新法が推賞 さ

れた p しか し重粘土 で排水不良 の処虹タ コツポを掘 り親犬 有機物 を墳 充 す るとい うことは、有機物 の還

元分解 を起 し根 を傷 め るこ とが 多 い 。 こ の よ うな場 合 は排 水 溝 を兼 ね た ザ ン ゴー式 が用 い られ た 。 これ

等の方 法 は戦後の荒廃 した柑橘 園の再興 には大 い紅力を発揮 したが、現在 で は労働事情か らふ りかえ る

人も いな い 。

タ コツ ポと殆 ん ど時期 が 同 じ頃 か ら、 ダ ‘ィナマ イ トの深 耕法 と呼 ばれ る土壌 改良 法 が 実施 され て い る

が、笠者 は未だ 十分謝査 して いないので省略 させて戴 く。

5． 水 田転摸柑橘薗化 と土壌 問題

みかんの栽培適地が主産地 には殆ん ど存在しない ということで、最近 は出佗 初 んへ の転作が盛んであ

るひ旧作 の最 もよい例 は清 水市俺原の 占部落が浜松 の三方 ケ原周辺 に各々 1 0 b a 以上の共同圃場 を設

置し通勤 と、 とま り込みの 2 方 法で併せ運営 してい る。旧産地 では茶乱 水田の柑橘 園化 が並行 して進

められて い るが・ 水 田転 換 の場 合 は色 々 の間現 員が あ る。

水 田園地 化 が 可 能 であ る とい うム ー ドが形 成 された理 由 は 色々 あ ろ うが、 最近 嵯冬 が 続 いた こ と、 み

区　 別
根　　 の　　 直　　 径

5 珊 以上 2 ～ 5 櫛花 2 珊 以 下 ・ 計

プ

ノレ
ト

l

ザ

l

区

重 量 g r

比 率 ％

5 7 1

2 乞 4

1 1．5

チ 1

7 ス 5

占 1．5

1 2 占．1

1 0 ロ．0

人

力

重　 畳 g r 2 9 ．8 8 ．4 5 5 ．4 7 1．占

区 比　 率　 ％ 4 1．占 1 1．7 4 占．7 1 0 ロ．0



かん の苗 木 は水 田 で つ く られ る こ と等 が 主 な もので あ ろ う0 確 か に今 日で も水田 に み かん を植 えた もの

で数 十年 の樹 今 に達 して い るもの もあ るが、 経済 作 物 として はみ か ん が水稲 よ り有利 な こ とは昔 も今 も

変らない こ とで あ るか ら、 水 田跡 地 に みか ん が植 え られ るな ら可 な りの水 田 転換 み かん 園が今 日尚 あつ

てよ い筈 で あ る。

水田 をみかん園化 した場合の障害凶手は色々考え られ るが、第一 は根の伸長が悪 く浅いこ とで はない

かと思 う．，たまたま水田 は冷気が停滞 し易い（つで、根 の障害 と相 倹 って寒 害を うけ易 く枯死 した り、十

分 な成 育 を しな い こ とが多 い と考 え られ る。

次 に考 え られ るこ と は養 ・水 分 の吸 収 の ア ンバ ランス の問 題 が考 え られ る ひ水 田 にみか ん を植 えた場

包 括果樹今 に達す ると殆ん どの木が樹勢が急速 咤落ちて くるし、隔年結果 もし易い ロこれ は結果樹令

に達 す ると加里が特 に必要 になるが、 水田園地他 の場合の ように単粒土盛 で容気重 の 少 な い土壌条件

で 臥 加 里の吸収が他要素 の吸収 よ り阻害 され易いので はあ る削 、か ロみかんの苗木 は休木 の苗木 と遮

って窒素 を効かせ るよ うな状態 で育て るので、 苗木の育成や、幼木噺 ヒには水田跡 地で も一向差支 えな

いが結真樹令 に至つて初 めて明 らかな差が 出 るのではないだろ うか 0 輩者 はこの線 に副 った考え方 で実

験 をすすめ水田問題 を解析 したい と考 えて い る0

水田を園地化 す る場合傾斜地 同様機 械深耕が とり入れ られて いる。箕者等 は磯城深耕した水田園地他

国場 を供託 し、 時期別の p H ，E h ，水分の変化を諷査 したが、排 水溝か らの距離 によりE h ・水分 は

殆んど変化 を うけない 。時期的 の E h の変化 ほ非常に大 きく、特 に初年度 の夏季はその低下が はげしく

1 0 0 ‡Ⅳ 付近迄低 下 した 。土 層別 によるE h の変化 はあま り大 きい ことはないロみかんの植生 に及ぼ

す影響 も平行 して調査 中であつたが極東寒波 により全部枯死 し成果 を得 られなか った 。

以上の ことか ら水田を機械開墾 した場合 は、定植期を先ず再検 討する必要があるのではないだ ろ うか

と考え る。機械開墾 の方法 の検討及 び是汎 排 水溝 の三党計等 まだ まだ考え させ られ る問題が山番 してい

る よ うに思 われた 。

6． 結 び

みかんほ結果樹今 に達 し収支相償 う迄 に舶 〉な くとも十年 は必要であ るとし、台 風程度の災害 でも回

復 には二・三年 を要 す るこ とは珍 らしくない 0 大災害では十年に一 度又ほ二十年に一度 のもので も産業

と して の基 礎 を くつが え す ことが十 分 出来 るので あ る0帝 如 このような天 鞄甜 して十分 対処 出来 るような立地

条件 を規定 し、肥培管理 を計画 しなければな らない。過去数十年間の風雪 に耐え園地 として残 つた処 を

み ると、気象的、土壌 的にす ぐれた処以外 は何物で もない 0 土壌 的 にす ぐれた処 とは、化学的 なもので

はな く、物理性 の面で深層迄客気畳が 多く、 根の深 い処であ る0

構造 改善事業 による水田園地化が計画 され 土地 改良事業 も実施 されて いるが、 柑橘園に適合 するよ

ぅな排 水溝其の他の設計基準 は必ず しもない ようであ る0 近 年地 力保全事業で樹園地 の土壌調査が全国

的 に開始 され たが、 この方 面か らも次 第 虹生 産性 と土 の 関係 が近 い 将来 解 明 され る こ とと思 わ れ る。
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